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運営に関する計画 《中期目標》

学校案内図

全国学力・学習状況調査の結果から明らかになった現状 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から明らかになった現状

【 ICT教育の推進 】 

【 人とのふれあいを大切に 】 

【 地域や行政との活動 】 

鯰江東小学校の
教育活動

【令和7年度調査結果の概要】 【令和7年度 調査結果の概要】 種目別平均値

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校・家庭・地域）の実現】 

【 子どもたちの安全・
　　　　　安心のために 】 

【 運動会の様子 】 

「書き初め大会」
生涯学習ルーム事業との
連携で（5～6年生）

「車いす体験」 「非行防止教室」

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】 【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 
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【 概 要 】  城東区の東に位置し、西側には城北川が流れ、遊歩道も整備されている。広い校庭を所有し、体育・地域
スポーツ活動が盛んに行われている。また、教職員一丸となって熱心に研究活動にも取り組んでいる。

【教育目標等】 学校の教育目標として、「仲良く（違いを認め合い、異文化を尊重する）　強く（自分の責任で選択し、判断し、
表現する）　正しい（正義を愛する）」を掲げ、日々子どもの健全育成を図る。

【 沿 革 】  昭和55年４月の開校で、平成21年11月には、創立３０周年記念式典を挙行。開校当時の校舎等を改修・整備
しながら現在に至る。また、令和元年１１月には、創立４０周年をお祝いする会を無事終えることができた。
市・府の水泳記録会での優勝経験あり。令和元年・２年・６年と日本学校歯科医会「生きる力を育む歯・口の
健康づくり推進事業」大阪市代表校に選出。令和５年・体育館竣工。

○ 令和８年度の小学校経年調査「学校に行くのは楽しいと思っていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を
各年度９０％以上を維持する。(令和７年度末の結果　９６％)

○ 令和８年度の小学校学力経年調査における「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができていますか」
に対して、肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上にする。(令和８年度　新項目)

○ 令和８年度の小学校経年調査における大阪市総合正答率合計に対する総合正答率４割以下の児童をいずれの学年
も令和１１年度目標に３ポイント減少させる。（令和８年度　新項目）

○ 令和８年度の全国体力・運動習慣調査において、「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きです
か」に対して、肯定的な回答する児童の割合を８０％以上にする。　（令和８年度　新項目）

○ 国語科では、「書くこと」「話すこと・聞くこと」の領域は、
問題文の内容を把握し概ね解答できている。話型等を
教室内に掲示し、学習中でも対話的な活動を多く取り
入れてきた成果である。

○ 算数科では、「変化と関係」領域では全国と大阪市と比
べて正答率が９ポイント高く、主体的・対話的で深い学
びを実現する学習方法を行いながら、授業改善に努め
てきた結果であると考えられる。

　令和７年度の新体力テスト等の結果から、本校では、「投げる
力」「柔軟性」を中心に運動能力の向上を目指してきた。
　運動委員会による「ナイスストレッチ講座」「飛距離のーびの
び講座」を通して、全児童へ運動能力向上の ための取り組みを
行なった。ストレッチは全学年共通で学校独自の「鯰江東スト
レッチ」を宿題で取り組んできた。日頃の成果もあり、長座体前
屈の記録は男子が全国と比べて1.21ポイントと高く、女子は
0.15ポイント低い数値となったが、全国と比べても差があるわ
けではない。ソフトボール投げでは、全国と比べ男 子は0.42ポ
イント低く、女子は0.81ポイント高い結果となった。男子も全
国と比べて差はない。今後は大きく数値を伸ばすことは難しい
が全国の数値を基準に、継続して取り組みを行なっていく。総
運動時間が６０分以下の女子児童の割合が高いので、別の働き
かけができないか検討している。

　「ICT教育」とは、今までアナロ
グで行っていた教育のデジタル
化のことです。
　具体的には電子黒板、パソコ
ン、タブレット端末などのデジタ
ル機器の導入とインターネット
を介した学習支援ツールの活用
などを行う教育の総称です。
　今年度も、一層の効率的・創造
的な教育活動を推進していきます。

　新しい書架と調べ学習
で使う百科事典・図鑑など
をたくさんそろえていま
す。年々図書館の整備が進
み、図鑑の使い方等、学び
方の指導も行っています。
　委員会活動の一環として、
読み聞かせにも取り組ん
でいます。

　異学年交流は、思いやりの心を育てる良い機会とし
て、高学年にとっては、責任感とリーダーシップを涵養
する場にもなります。児童会が中心になって楽しい企
画を立てています。また、地域の方々のご支援で、多く
の体験活動を実施しています。

　毎年、地域との共催で、「防災訓練」を実施
しています。今年も消防署や区役所と連携・
協力して、開催できればと考えています。
　その他、火事や地震、台風接近、不審者侵入
などを想定した避難訓練も随時行っています。

　鯰江東小学校では秋に運動会を実施しています。鯰
江東地域の方が考えた鯰江東音頭を全校児童で踊った
り、全学年で団体競技・団体演技に取り組んでいます。

国語 算数

73% 67%本校平均正答率

例年、６月に行う「スクー
ルフェスタ」ではたてわ
り班にわかれての 活 動
があります

学校のアピールポイントなど

「大なわ大会」
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